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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ランプ組を通す電流を平衡にするため、該ランプ組は第一ランプ及び第二ランプを有す
るランプ駆動システムであって、該ランプ駆動システムは、
　第一電源供給回路と、
　第二電源供給回路と、
　前記第一電源供給回路と電気的に接続され、該第一電源供給回路からの電圧を変換する
ための一次巻線と、二次巻線とを含む第一変圧器と、
　前記第二電源供給回路と電気的に接続され、該第二電源供給回路からの電圧を変換する
ための一次巻線と、二次巻線とを含む第二変圧器と、
　前記第一変圧器の二次巻線の一方端子と電気的に連接された二つの入力端子と、前記第
一ランプ及び第二ランプと電気的に連接された二つの出力端子と、を含み、前記ランプ組
を通す電流を平衡にするための第一電流平衡素子と、
　前記第二変圧器の二次巻線の一方端子と電気的に連接された二つの入力端子と、前記第
一ランプ及び第二ランプと電気的に連接された二つの出力端子と、を含み、前記ランプ組
を通す電流を平衡にするための第二電流平衡素子と、
　前記第一変圧器の二次巻線の他方端子と前記第一電源供給回路との間に連接され、前記
ランプを通した電流をフィードバックするための第一フィードバック回路と、
　前記第二変圧器の二次巻線の他方端子と前記第二電源供給回路との間に連接され、前記
ランプを通した電流をフィードバックするための第二フィードバック回路と、を含む
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　ことを特徴とするランプ駆動システム。
【請求項２】
　数量がｎ（ｎ＝１，２，３，・・・）個のランプ組を通す電流を平衡にするため、該各
ランプ組は第一ランプ及び第二ランプを有するランプ駆動システムであって、該ランプ駆
動システムは、
　第一電源供給回路と、
　第二電源供給回路と、
　前記第一電源供給回路と電気的に接続され、該第一電源供給回路からの電圧を変換する
ための一次巻線と、二次巻線とを含む第一変圧器と、
　前記第二電源供給回路と電気的に接続され、該第二電源供給回路からの電圧を変換する
ための一次巻線と、二次巻線とを含む第二変圧器と、
　数量が前記ランプ組と等しく、各電流平衡素子が、全て前記第一変圧器の二次巻線の一
方端子と電気的に連接された二つの入力端子と、対応した前記第一ランプ及び第二ランプ
と連接された二つの出力端子と、を含むｎ個の第一電流平衡素子と、
　数量が前記ランプ組と等しく、各電流平衡素子が全て前記第二変圧器の二次巻線の一方
端子と電気的に連接された二つの入力端子と、二つの出力端子とを含み、第Ｋ（Ｋ＝１，
２，３，・・・）個の第二平衡素子の二つの出力端子が、それぞれ第Ｋ個のランプ組の第
二ランプと、第Ｋ＋１個のランプ組の第一ランプと連接され、Ｋ＝１，２，３，・・・（
ｎ－１）、第ｎ個の第二平衡素子の二つの出力端子が、それぞれ第ｎ個のランプ組の第二
ランプと、第１個のランプ組の第一ランプと連接されることを特徴とするｎ個の第二電流
平衡素子と、
　前記第一変圧器の二次巻線の他方端子と前記第一電源供給回路との間に連接され、前記
ランプを通した電流をフィードバックするための第一フィードバック回路と、
　前記第二変圧器の二次巻線の他方端子と前記第二電源供給回路との間に連接され、前記
ランプを通した電流をフィードバックするための第二フィードバック回路と、を含む
　ことを特徴とするランプ駆動システム。
【請求項３】
　数量がｎ＋１（ｎ＝１，２，３，・・・）個のランプ組を通す電流を平衡にするため、
該第１個～第ｎ個のランプ組は全て第一ランプ及び第二ランプを有し、該第ｎ＋１個のラ
ンプ組はランプを有するランプ駆動システムであって、該ランプ駆動システムは、
　第一電源供給回路と、
　第二電源供給回路と、
　前記第一電源供給回路と電気的に接続され、該第一電源供給回路からの電圧を変換する
ための一次巻線と、二次巻線とを含む第一変圧器と、
　前記第二電源供給回路と電気的に接続され、該第二電源供給回路からの電圧を変換する
ための一次巻線と、二次巻線とを含む第二変圧器と、
　各電流平衡素子が全て前記第一変圧器の二次巻線の一方端子と電気的に連接された二つ
の入力端子と、二つの出力端子とを含み、第Ｋ（Ｋ＝１，２，３，・・・）個の第一平衡
素子の二つの出力端子が、それぞれ第Ｋ個のランプ組の第一ランプ及び第二ランプと連接
され、Ｋ＝１，２，３，・・・ｎ、第ｎ＋１個のランプ組のランプは前記第一変圧器の二
次巻線の一方端子と連接されることを特徴とする複数の第一電流平衡素子と、
　各電流平衡素子が全て前記第二変圧器の二次巻線の一方端子と電気的に連接された二つ
の入力端子と、二つの出力端子とを含み、第Ｋ（Ｋ＝１，２，３，・・・）個の第二平衡
素子の二つの出力端子が、それぞれ第Ｋ個のランプ組の第二ランプと、第Ｋ＋１個のラン
プ組の第一ランプと連接され、Ｋ＝１，２，３，・・・ｎ、第１個のランプ組の第一ラン
プが前記第二変圧器の二次巻線の一方端子と連接されることを特徴とする複数の第二電流
平衡素子と、
　前記第一変圧器の二次巻線の他方端子と前記第一電源供給回路との間に連接され、前記
ランプを通した電流をフィードバックするための第一フィードバック回路と、
　前記第二変圧器の二次巻線の他方端子と前記第二電源供給回路との間に連接され、前記
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ランプを通した電流をフィードバックするための第二フィードバック回路と、を含む
　ことを特徴とするランプ駆動システム。
【請求項４】
　前記第一、第二電流平衡素子は全てコモンモードチョークコイルが選ばれる
　ことを特徴とする請求項１に記載のランプ駆動システム。
【請求項５】
　前記第一、第二光源供給回路は全て直流回路と、直流／交流変換回路とを含む
　ことを特徴とする請求項１に記載のランプ駆動システム。
【請求項６】
　前記第一、第二変圧器による電圧は相反な電位を有する
 ことを特徴とする請求項１に記載のランプ駆動システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はランプ駆動システムに係り、特に液晶表示装置のバックライト装置に使用され
るランプ駆動システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　現在の平面表示装置において、放電ランプがバックライト装置の光源として使用されて
いることは多い。この放電ランプがより高い駆動電圧によって点灯しなければならないた
めに、大寸法の液晶表示装置において、多くのランプが必要となるばかりでなく、各ラン
プの両端末により高い交流電圧を同時に加えなければならない。複数のランプを有した液
晶表示装置では、各ランプ自身の抵抗が異なることが原因で、並列連接した各ランプを通
る電流の大小が不均一となった。このため、あるランプの電流が小さ過ぎて明るさが不足
となり、液晶表示装置全体の輝度の均一性に影響を与え、或いは、あるランプが電流が大
き過ぎてランプ自身が更に液晶表示装置の寿命を短くするという課題がある。
【０００３】
　従来のランプ駆動システムの回路は、各ランプの両端末に連接された変圧器によって各
ランプを通す電流大小が等しくなるようにする。
【０００４】
　図１は従来のランプ駆動システムの概略図である。該ランプ駆動システムは二つの直流
電源１０，１０’と、二つ直流／交流変換回路（ＤＣ／ＡＣ　Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ）１１
，１１’と、複数の変圧器Ｔｎ（ｎ＝１，２，３・・・）、Ｔｎ’（ｎ＝１，２，３・・
・）と、複数のフィードバック回路Ｎ４（Ｎ＝１，２，３・・）、Ｎ４’（ Ｎ＝１，２
，３・・）と、及び複数のランプｂｎ（ｎ＝１，２，３・・・）とを含む。該システムに
おいて、前記ランプｂｎ（ｎ＝１，２，３・・・）の両側は同じ構成を有する。その中に
、直流／交流変換回路１１、１１’は直流電源１０，１０’からの直流信号を交流信号に
変換するために用いられる。変圧器Ｔｎ（ｎ＝１，２，３・・・）、Ｔｎ’（ｎ＝１，２
，３・・・）は該交流信号をランプｂｎ（ｎ＝１，２，３・・・）を駆動することができ
る弦波信号に変換してランプｂｎ（ｎ＝１，２，３・・・）へ提供するために用いられる
。フィードバック回路Ｎ４（Ｎ＝１，２，３・・）、Ｎ４’（ Ｎ＝１，２，３・・）は
各ランプを通した電流を直流／交流変換回路１１，１１’にフィードバックするために用
いられる。
【０００５】
　上述のシステムは、変圧器を制御することによって各ランプを通す電流大小を平衡にす
る。複数のランプ組を駆動する際に、磁性素子である変圧器の使用数量が多過ぎ、回路構
成が複雑で、生産コストが高いという課題がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
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　以上の問題点に鑑みて、本発明は、回路構成が簡単で、生産コストが低いランプ駆動シ
ステムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記ランプ駆動システムは、第一ランプと第二ランプを含むランプ組を通す電流を平衡
にするために用いられ、第一、第二直流電源と、それぞれ該第一、第二直流電源からの直
流信号を交流信号に変換するための第一、第二直流／交流変換回路と、該交流信号を電位
が正負相反する弦波信号に変換して前記ランプ組を駆動するための第一、第二変圧器と、
前記第一変圧器と前記ランプ組との間、及び第二変圧器と該ランプ組との間にそれぞれ連
接され、該ランプ組を通す電流を平衡にするための第一、第二電流平衡素子であるコモン
モードチョークコイルと、前記第一変圧器と前記第一直流／交流変換回路との間、及び第
二変圧器と該第二直流／交流変換回路との間にそれぞれ連接され、前記ランプ組を通す電
流をフィードバックするためのフィードバック回路と、を含む。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明に係るランプ駆動システムは電流平衡素子としてコモンモードチョークコイルを
使用することによって、特に複数のランプ組を平衡にする際に、磁性素子の数量及びコス
トを減少させ、回路構成が簡単とすることを実現できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下図面に基づいて、本発明の実施形態に係るランプ駆動システムに対して詳細に説明
する。
【００１０】
　図２を参照して、第一実施形態のランプ駆動システムは、二つの電源供給回路（一つの
電源供給回路は直流電源１０と、直流／交流変換回路（ＤＣ／ＡＣ　Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ
）１１とを含み、他の電源供給回路は直流電源１０’と、直流／交流変換回路１１’とを
含む）と、二つの変圧器１２，１２’と、二つの電流平衡素子１３，１３’と、フィード
バック回路１４，１４’と、ランプ組ＣＣＦＬ１（第一ランプａ１及び第二ランプａ２を
含む）とを含む。前記電流平衡素子１３，１３’はコモンモードチョークコイル（Ｃｏｍ
ｍｏｎ Ｍｏｄｅ Ｃｈｏｋｅ Ｃｏｉｌ）が採用される。
【００１１】
　本実施形態において、前記ランプ組ＣＣＦＬ１の両側での回路が対称的に分布されてい
るので、以下、該ランプ組ＣＣＦＬ１の左側での回路を詳しく説明する。
【００１２】
　直流／交流変換回路１１は変圧器１２の一次巻線に連接し、直流電源１０からの直流信
号を交流信号に変換するために用いられる。変圧器１２は該交流信号を変換して二次巻線
の高圧端子から出力し、電流平衡素子１３に介してランプ組ＣＣＦＬ１へ電源とする交流
電流を提供する。該電流平衡素子１３はランプ組ＣＣＦＬ１を通す電流を平衡にするため
に用いられる。変圧器１２の二次巻線の低圧端子はフィードバック回路１４に介して直流
／交流変換回路１１に連接する。本実施形態において、フィードバック回路１４は二重の
ダイオード回路（Ｄｕａｌ　Ｄｉｏｄｅ）であり、ランプ組ＣＣＦＬ１を通した電流を直
流／交流変換回路１１にフィードバックさせるために用いられる。他の実施形態において
、フィードバック回路１４は他の構成の回路が選ばれる。直流／交流変換回路１１はフィ
ードバック電流によって交流電流の大小を調整する。直流／交流変換回路１１の出力電流
の大小は変圧器１２及び電流平衡素子１３によってランプａ１，ａ２の明るさに影響を与
える。
【００１３】
　本実施形態において、直流／交流変換回路１１はフルブリッジ（Ｆｕｌｌ　Ｂｒｉｄｅ
ｇ）変換回路、ハーフブリッジ(Ｈａlｆ　Ｂｒｉｄｅｇ)変換回路、プッシュプル式（Ｐ
ｕｓｈ－Ｐｕｌｌ）の変換回路、又は自励式（Ｒｏｙｅｒ）の変換回路が選ばれる。
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【００１４】
　本実施形態において、変圧器１２，１２’の変換した電圧が正負相反する電位を有し、
即ち、変圧器１２の変換した電圧が正電位である時に変圧器１２’の変換した電圧が負電
位となり、変圧器１２の変換した電圧が負電位である時に変圧器１２’の変換した電圧が
正電位となるようにすることが注意する。従って、回路全体において、ランプａ１，ａ２

を通す電流大小は一側の回路を通す電流の二倍である。
【００１５】
　本発明の他の実施形態において、ランプ駆動システムは両側の回路用電流を提供するこ
とができる一つの直流電源だけを含んでもよい。
【００１６】
　本実施形態において、電流平衡素子１３はランプａ１と連接された第一コイルＷ１とラ
ンプａ２と連接された第二コイルＷ２を含み、該第一コイルＷ１と第二コイルＷ２は同じ
巻線数Ｎ１，Ｎ２及び誘導係数Ｌ１，Ｌ２を有する。該第一コイルＷ１と第二コイルＷ２

の巻線数の比Ｎ１：Ｎ２は１：１であるので、該第一コイルＷ１と第二コイルＷ２の両端
末の間での電圧及び通す電流が等しく、これによって、ランプａ１及びランプａ２を通す
電流は平衡形態が得られる。また、レンツの法則（Ｌｅｎｚ　ｌａｗ）によって、該第一
コイルＷ１と第二コイルＷ２は誘導係数（Ｍｕｔｕａｌ Ｉｎｄｕｃｔａｎｃｅ）Ｍ１２

、Ｍ２１を生じ、前記ランプａ１及びランプａ２を通す電流Ｉ１、Ｉ２が等しいと仮定す
れば、次のような式（１）が得られる。
【００１７】
【数１】

【００１８】
　前記ランプａ１及びランプａ２の電抵抗値は等しくないＲ１，Ｒ２であると仮定すれば
、変圧器１２の出力電圧Ｖは、式（２）、（３）が得られる。
【００１９】
【数２】

【数３】

【００２０】
　ｓ＝２πｆ、ｆは前記ランプａ１及びランプａ２を通す交流電流の周波数を仮定すれば
、上記の式（２）、（３）を整理して次の式（４）が得られる。
【００２１】

【数４】

【００２２】
　式（４）が成立すれば、２×ｓＬ１＝２×ｓＬ２≫Ｒ１という結論が得られる。
【００２３】
　図３は本発明の前記ランプａ１及びランプａ２を通す交流電流の対照図である。図３か
ら、該ランプａ１及びランプａ２を通す交流電流は略等しいことが分かる。本実施形態に
おける回路構成は前記ランプａ１及びランプａ２を通す交流電流を平衡にすることができ
ることは勿論である。
【００２４】
　続いて、より多いランプを駆動するためのランプ駆動システムを詳しく説明する。
【００２５】
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　図４は本発明の第二実施形態に係るランプ駆動システムの概略図である。本実施形態に
おいて、ランプ駆動システムは、二つの電源供給回路（一つの電源供給回路は直流電源１
０と、直流／交流変換回路（ＤＣ／ＡＣ　Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ）１１とを含み、他の電源
供給回路は直流電源１０’と、直流／交流変換回路１１’とを含む）と、二つの変圧器１
２，１２’と、複数の電流平衡素子ＣＣｎ（ｎ＝１，２，３・・・）と、フィードバック
回路１４，１４’と、複数のランプ組ＣＣＦＬｎ（ｎ＝１，２，３・・・、各ランプ組は
第一ランプａ１及び第二ランプａ２を含む）とを含む。前記電流平衡素子ＣＣｎ（ｎ＝１
，２，３・・・）はコモンモードチョークコイル（Ｃｏｍｍｏｎ Ｍｏｄｅ Ｃｈｏｋｅ 
Ｃｏｉｌ）が採用され、且つ各電流平衡素子は第一コイル組Ｗ１及び第二コイル組Ｗ１を
含む。
【００２６】
　本実施形態において、直流／交流変換回路１１，１１’はフルブリッジ変換回路、ハー
フブリッジ変換回路、プッシュプル式の変換回路、又は自励式の変換回路が選ばれる。
【００２７】
　本実施形態の前記ランプ組ＣＣＦＬｎ（ｎ＝１，２，３・・・）と前記電流平衡素子Ｃ
Ｃｎ（ｎ＝１，２，３・・・）との連接方式は前記第一実施形態と異なる。回路は該ラン
プ組ＣＣＦＬｎ（ｎ＝１，２，３・・・）を中央線として左側回路及び右側回路に分けら
れる。該左側回路においては、同一のランプ組の二つのランプはそれぞれ対応した電流平
衡素子の第一コイルＷ１及び第二コイルＷ２に連接されている。即ち、前記ランプ組ＣＣ
ＦＬ１の第一ランプａ１及び第二ランプａ２がそれぞれ電流平衡素子ＣＣ１の第一コイル
Ｗ１及び第二コイルＷ２に連接され、前記ランプ組ＣＣＦＬ２の第一ランプａ１及び第二
ランプａ２がそれぞれ電流平衡素子ＣＣ２の第一コイルＷ１及び第二コイルＷ２に連接さ
れ、前記ランプ組ＣＣＦＬｎの第一ランプａ１及び第二ランプａ２がそれぞれ電流平衡素
子ＣＣｎの第一コイルＷ１及び第二コイルＷ２に連接されている。こうすると、前記電流
平衡素子ＣＣ１は前記ランプ組ＣＣＦＬ１の第一ランプａ１及び第二ランプａ２を通す電
流を平衡にすることができ、前記電流平衡素子ＣＣ２は前記ランプ組ＣＣＦＬ２の第一ラ
ンプａ１及び第二ランプａ２を通す電流を平衡にすることができ、前記電流平衡素子ＣＣ

ｎは前記ランプ組ＣＣＦＬｎの第一ランプａ１及び第二ランプａ２を通す電流を平衡にす
ることができる。従って、前記左側回路において、前記電流平衡素子ＣＣｎ（ｎ＝１，２
，３・・・）は前記ランプ組ＣＣＦＬｎ（ｎ＝１，２，３・・・）の第一ランプａ１及び
第二ランプａ２を通す電流を平衡にすることができる。
【００２８】
　前記右側回路においては、前記ランプ組ＣＣＦＬ１の第二ランプａ２と前記ランプ組Ｃ
ＣＦＬ２の第一ランプａ１がそれぞれ電流平衡素子ＣＣ１’の第一コイルＷ１’及び第二
コイルＷ２’に連接され、前記ランプ組ＣＣＦＬ２の第二ランプａ２と前記ランプ組ＣＣ
ＦＬ３の第一ランプａ１がそれぞれ電流平衡素子ＣＣ２’の第一コイルＷ１’及び第二コ
イルＷ２’に連接され、前記ランプ組ＣＣＦＬｎの第二ランプａ２と前記ランプ組ＣＣＦ
Ｌ１の第一ランプａ１がそれぞれ電流平衡素子ＣＣｎ’の第一コイルＷ１’及び第二コイ
ルＷ２’に連接されている。こうすると、前記電流平衡素子ＣＣ１’は前記ランプ組ＣＣ
ＦＬ１の第二ランプａ２及び前記ランプ組ＣＣＦＬ２の第一ランプａ１を通す電流を平衡
にすることができ、前記電流平衡素子ＣＣ２’は前記ランプ組ＣＣＦＬ２の第二ランプａ

２及び前記ランプ組ＣＣＦＬ３の第一ランプａ１を通す電流を平衡にすることができ、前
記電流平衡素子ＣＣｎ’は前記ランプ組ＣＣＦＬｎの第二ランプａ２及び前記ランプ組Ｃ
ＣＦＬ１の第一ランプａ１を通す電流を平衡にすることができる。従って、前記右側回路
において、前記電流平衡素子ＣＣｎ’（ｎ＝１，２，３・・・）は、前記ランプ組ＣＣＦ
Ｌｎ（ｎ＝１，２，３・・・）の一つのランプ組の第二ランプａ２と、他のランプ組の第
一ランプａ１との間の電流を平衡にすることができる。
【００２９】
　上述の内容の結果、前記左側回路及び前記右側回路を組立て、前記電流平衡素子ＣＣｎ

（ｎ＝１，２，３・・・）、ＣＣｎ’（ｎ＝１，２，３・・・）は、前記ランプ組ＣＣＦ
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Ｌｎ（ｎ＝１，２，３・・・）の各ランプを通す電流を平衡にすることができる。
【００３０】
　同様に、本実施形態において、変圧器１２，１２’の変換した電圧が正負相反する電位
を有し、即ち、変圧器１２の変換した電圧が正電位である時に変圧器１２’の変換した電
圧が負電位となり、変圧器１２の変換した電圧が負電位である時に変圧器１２’の変換し
た電圧が正電位となるようにすることが注意する。従って、回路全体において、ランプａ

１、ａ２を通す電流大小は一側の回路を通す電流の二倍である。
【００３１】
　図５は本発明のランプ駆動システムの第三実施形態の概略図である。前記第二実施形態
のランプ駆動システムと比べて、本実施形態のランプ駆動システムは、一つのランプａを
有したランプ組ＣＣＦＬｎ＋１を含み、前記電流平衡素子ＣＣｎ（ｎ＝１，２，３・・・
）、ＣＣｎ’（ｎ＝１，２，３・・・）と、前記ランプ組ＣＣＦＬｎ（ｎ＝１，２，３・
・・）との連接方式という異なる点がある。
【００３２】
　本実施形態において、回路は該ランプ組ＣＣＦＬｎ＋１（ｎ＝１，２，３・・・）を中
央線として左側回路及び右側回路に分けられる。該左側回路においては、同一のランプ組
の二つのランプはそれぞれ対応した電流平衡素子の第一コイルＷ１及び第二コイルＷ２に
連接されている。即ち、前記ランプ組ＣＣＦＬ１の第一ランプａ１及び第二ランプａ２が
それぞれ電流平衡素子ＣＣ１の第一コイルＷ１及び第二コイルＷ２に連接され、前記ラン
プ組ＣＣＦＬ２の第一ランプａ１及び第二ランプａ２がそれぞれ電流平衡素子ＣＣ２の第
一コイルＷ１及び第二コイルＷ２に連接され、・・・前記ランプ組ＣＣＦＬｎの第一ラン
プａ１及び第二ランプａ２がそれぞれ電流平衡素子ＣＣｎの第一コイルＷ１及び第二コイ
ルＷ２に連接され、前記ランプ組ＣＣＦＬｎ＋１のランプａが前記第一変圧器１２の二次
巻線の高圧端子に連接されている。従って、前記左側回路において、前記電流平衡素子Ｃ
Ｃｎ（ｎ＝１，２，３・・・）は前記ランプ組ＣＣＦＬｎ（ｎ＝１，２，３・・・）の第
一ランプａ１及び第二ランプａ２を通す電流を平衡にすることができる。
【００３３】
　前記右側回路においては、前記ランプ組ＣＣＦＬ１の第二ランプａ２と前記ランプ組Ｃ
ＣＦＬ２の第一ランプａ１がそれぞれ電流平衡素子ＣＣ１’の第一コイルＷ１’及び第二
コイルＷ２’に連接され、前記ランプ組ＣＣＦＬ２の第二ランプａ２と前記ランプ組ＣＣ
ＦＬ３の第一ランプａ１がそれぞれ電流平衡素子ＣＣ２’の第一コイルＷ１’及び第二コ
イルＷ２’に連接され、・・・前記ランプ組ＣＣＦＬｎの第二ランプａ２と前記ランプ組
ＣＣＦＬｎ＋１のランプａがそれぞれ電流平衡素子ＣＣｎ’の第一コイルＷ１’及び第二
コイルＷ２’に連接され、前記ランプ組ＣＣＦＬ１の第一ランプａ１が前記第一変圧器１
２’の二次巻線の高圧端子に連接されている。従って、前記右側回路において、前記電流
平衡素子ＣＣｎ’（ｎ＝１，２，３・・・）は、前記ランプ組ＣＣＦＬｎ（ｎ＝１，２，
３・・・）の一つのランプ組の第二ランプａ２と、他のランプ組の第一ランプａ１との間
の電流を平衡にすることができる。
【００３４】
　上述の内容の結果、前記左側回路及び前記右側回路を組立て、前記電流平衡素子ＣＣｎ

（ｎ＝１，２，３・・・）、ＣＣｎ’（ｎ＝１，２，３・・・）は前記ランプ組ＣＣＦＬ

ｎ＋１（ｎ＝１，２，３・・・）の各ランプを通す電流を平衡にすることができる。
【００３５】
　同様に、本実施形態において、変圧器１２，１２’の変換した電圧が正負相反する電位
を有し、即ち、変圧器１２の変換した電圧が正電位である時に変圧器１２’の変換した電
圧が負電位となり、変圧器１２の変換した電圧が負電位である時に変圧器１２’の変換し
た電圧が正電位となるようにすることが注意する。従って、回路全体において、ランプａ

１，ａ２を通す電流大小は一側の回路を通す電流の二倍である。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
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【図１】従来のランプ駆動システムの概略図である。
【図２】本発明のランプ駆動システムの第一実施形態の概略図である。
【図３】本発明の第一実施状態の二つのランプを通す電流大小の対照図である。
【図４】本発明のランプ駆動システムの第二実施形態の概略図である。
【図５】本発明のランプ駆動システムの第三実施形態の概略図である。
【符号の説明】
【００３７】
１０，１０’　　　　　　　　　　　　　　直流電源　　
１１，１１’　　　　　　　　　　　　　　直流／交流変換回路
１２，１２’　　　　　　　　　　　　　　変圧器
１３，１３’ 　　 　　　　　　　　　　　電流平衡素子
１４，１４’ 　　　　　　　　　　　　　フィードバック回路
ＣＣｎ（ｎ＝１，２，３・・・）　　　　　電流平衡素子
ＣＣｎ’（ｎ＝１，２，３・・・）　　　　　電流平衡素子
ＣＣＦＬｎ＋１（ｎ＝１，２，３・・・）　　ランプ組

【図１】 【図２】
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【図５】
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